
京都府 京丹後市 松村 章 教育・文化

首都圏で仕事をしていた30歳頃に将来の働き方・生活スタ
イルを考え、50歳までにUターンすることを決意してお
り、仕事の区切りがよいタイミングとなった令和５年度に
退職を決意。その後、海と山に近い自然豊かな地方で「地
域×教育」をキーワードとし、民間企業以外で地域貢献で
きる仕事に就きたいと転職活動している中で、京丹後市に
運命的な出会いを感じたから。

【メディア等の取材連絡先】
京丹後市 市長公室 政策企画課

（メールアドレス）kikaku@city.kyotango.lg.jp
（電話番号）0772-69-0120
【活動拠点】
京都府立丹後緑風高等学校（網野学舎・久美浜学舎）

地元の個人・企業・行政との繋がりに加え、地元自治会と
の繋がりを強め、身近な地区レベルの地域課題解決に取り
組める環境づくりと単年度内での取組みから、年度を跨い
だ取組み（生徒個人としては３年間、高校としては後輩へ
の継承による長期間）へと発展できる持続可能な仕組みづ
くりをしたい。
任期終了後は、地元高校OB/OG生が都心部よりUターンし
た後も、地元で稼ぐ力がレベルアップできる環境・仕組み
づくりとともに、10～30代に魅力ある仕事づくりをしたい。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●地域とのネットワークづくり
従来の学校教育の視点だけではなく、より多角的な視点で地域資源（ひと・
もの・こと）を捉えながら、高校生の意識の変化や興味・気づきを促すため
に高校と地域の「架け橋」として、高校生・先生と行政や企業、地域の団体
や人を適切にマッチングしていくとともに、農・食・観光など高校の学科特
性に応じた学びのサポーターづくり。

●探求授業における総合的サポート
探究活動・課題研究活動等における
教員にない視点からの提案・支援。
具体的には、首都圏で仕事をしてき
た経験をもとに、先生達が教えたい
思い・技術を肉付けする実例紹介や
生徒達の困り事・悩み事解決のきっ
かけ・後押し
となるアドバイスなど。

●ふたつの学舎（網野、久美浜）の連携促進

【年 齢】
47歳

【出身地】
福井県越前市

【転出元】
埼玉県さいたま市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R6.4～R9.3

ふたつの学舎で学ぶ生徒達が連携して行う活動に対する教員にはない視
点からの提案・支援。具体的には、商業科と農業科の合同企画におけるア
ドバイスやマーケティング授業での全校生徒アンケート実施における学舎
間調整など。
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